
                          令和７年５月 23 日 

射水市農業技術者協議会 
 
 

田植後の活着は、てんたかく、コシヒカリともに概ね順調です。 

溝掘りと中干しを適期に実施し、稲体と根の健全化を図りましょう。 
 

１ 溝掘りと中干し 
 

 
 

 

 

   
           
 
 
・排水不良田では畦際にも溝を掘り、確実に水尻に連結しましょう。 

・適期中干しで、弱小分げつの抑制と根の伸長促進を図りましょう。 
 

 

２ 中干し後は、幼穂形成期頃まで 
「間断かん水」 

・湛水と落水を繰り返すことで土壌に酸素と 

水を供給し、根の発達を促しましょう。 

・幼穂形成期までに足あとの深さが 3cm 程度 

になるよう地固めしましょう。 
 

 

３ 後期除草剤の散布  

～雑草が残っている場合は早めに散布しましょう～ 

（後期除草剤の種類と適用雑草等は次ページ） 
 

中干し開始 

田植後３週間目頃から 

中干し完了の目安 

稲作情報 第４号 

適正 不十分 

中干し程度による根量の違い 

田植後４週間までに 

溝掘り 軽い田干し 

くるぶしまで沈む程度 
半湿田はやや強めに！ 
砂質田はやや控えめ
に！ 

【お問い合わせ先】 

JA いみず野営農指導課 TEL：52-6805  高岡農林振興センター射水班 TEL：26-8478 

JA いみず野ホームページ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｊａ-ｉｍｉｚｕｎｏ.ｏｒ.ｊｐ 

こまめに水分や塩分を補給する等して、熱中症の予防につとめましょう。 



○後期除草剤の種類と適用雑草、使用方法等 

 

 

 

対象雑草 農  薬  名 
使用量

(/10a) 
使 用 時 期 使 用 方 法 ・ 注 意 事 項 

ノビエ 

ヒエクリーン

１ｷﾛ粒剤 

１kg 

(１回のみ) 

移植後 15 日～ 

ノビエ４葉期 

収穫 45 日前まで 

湛水散布。 

散布後少なくとも３～４日間は湛水状態

を保ち、田面を露出させたり、水を切ら

したりしない。かけ流しはしない。 

トドメＭＦ 

１ｷﾛ粒剤 

１kg 

(３回以内) 

移植後 14 日～ 

ノビエ５葉期 

収穫 50 日前まで 

湛水散布。 

散布後少なくとも３～４日間は湛水状態

を保ち、田面を露出させたり、水を切ら

したりしない。かけ流しはしない。 

トドメＭＦ 

乳剤 

200mℓ/ 

水 100L 

(２回以内） 

移植後 14 日～ 

ノビエ７葉期 

収穫 50 日前まで 

雑草の茎葉に均一に散布する。 

ごく浅水か落水状態で止め水し、散布

後３～４日は入水しない。 

湛水散布の場合は、少なくとも３～４日

は湛水状態を保ち、散布後７日間は落

水、かけ流しはしない。 

１年生広葉

雑草等 

（イネ科を

除く） 

バサグラン

粒剤 

３～４kg 

(１回のみ) 

移植後 15～50 日 

収穫 45 日前まで 

晴天の持続する時（２日以上）を選んで

使用する。ごく浅水か落水状態で止め

水し、散布。散布後３～４日間は入水、

落水しない。 

ノビエ 

１年生広葉

雑草等 

トドメバス 

ＭＦ液剤 

 

1000 ㎖/

水 100L 

(２回以内） 

移植後 15 日～ 

ノビエ６葉期 

収穫 50 日前まで 

雑草の茎葉に均一に散布する。 

ごく浅水か落水状態で止め水し、散布

後３～４日は入水しない。 

展着剤は加えないこと。 

ワイドアタッ

クＳＣ 

 

100mℓ/水

100L 

(２回以内） 

移植後 20 日(イネ

５葉期以降)～ 

ノビエ６葉期 

収穫 30 日前まで 

雑草の茎葉に均一に散布する。 

晴天の持続する時（１日以上）を選んで

使用する。 

ごく浅水か落水状態で止め水し、散布

後３～４日は入水しない。 

ノビエ 

クサネム 

イボクサ 

ロイヤント 

乳剤 

 

200mℓ/水

100L 

(２回以内） 

移植後 20 日～ 

ノビエ５葉期 

収穫 45 日前まで 

雑草の茎葉に均一に散布する。 

ごく浅水か落水状態で止め水して散

布。土壌水分が少ないと効果が十分に

発揮されないことがあるため、落水状態

で散布する際は散布後３日以内に入水

する。 

展着剤は加えないこと。 

作業が終わったら、生産履歴を記入しましょう。 
 


